
【その他施設費】
【官庁営繕事業】

事業
計画の
必要性

事業
計画の
合理性

事業
計画の
効果

76 27 112 100 121
大臣官房官庁営繕部

計画課
（課長 小澤　剛）

20 8.9 115 100 110
大臣官房官庁営繕部

計画課
（課長 小澤　剛）

※ 事業計画の必要性－既存施設の老朽・狭隘・政策要因等、施設の現況から事業計画を早期に行う必要性を評価する指標
   事業計画の合理性－採択案と同等の性能を確保できる代替案の設定可能性の検討、代替案との経済比較等から新規事業として行うことの合理性を評価
　　　　　　　　　　 する指標（合理性の有無により、100点か0点のいずれかを評点とする）
   事業計画の効果　－通常業務に必要な機能を満たしていることを確認･評価する指標
　（採択要件：事業計画の必要性100点以上、事業計画の合理性100点、事業計画の効果100点以上を全て満たす）

   供用後の維持管理費は５０年間にかかる費用を現在価値化したものである。

担当課
（担当課長名）その他

令和９年度予算概算要求に係る新規事業採択時評価結果一覧
（令和８年８月末時点）

網走地方合同庁舎

北海道開発局

老朽、狭あい、地域連携、防災機能に係る施設の不備、施設の不備において、必
要性が認められる。
経済性等の合理性があり、位置・規模・構造が適切で事業の効果が認められる。

鳴門地方合同庁舎

四国地方整備局

老朽、狭あい、借用返還、地域連携、施設の不備において、必要性が認められ
る。
経済性等の合理性があり、位置・規模・構造が適切で事業の効果が認められる。
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（億円）

供用後の
維持管理

費
（億円）
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別添３


